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(訳者まえがき 4. 国際機関:ユネスコと ICOM の役割

米国最大の博物館情報に関する研究・普及機関で 5. インターネットと文化産業

ある「ミュージアム・コンビュータネットワークJ 6. 結語:文化政策とネットワーク化に向けて

(Museum Computer Network) の定期総会が1994

年 8 月 28日、ワシントン DC で開催され、訳者も毎回 (ヤン・へ1レマン基調講演)

この会議に出席している。本稿は、この大会で基調

講演をおこなったメキシコのヤニ・ヘルマン女史

(ICOM 執行委員)の許可を得て訳出したものであ

る。

社会全体が情報化へと進展していく中で、自国の

文化をより鮮明にし、自国のアイデンティティを保

持していくためには一体何が必要なのであろうか?

そして、自国の文化開発のためには情報ソースと

しての博物館や博物館データの活用をどのようにし

ていくべきか、あるいは文化財のネットワーク化や

文化振興政策についてどのような観点から議論を進

めていくべきか……。情報化時代を迎え、インター

ネットを利用した情報の受信と発信機能など、ヘル

マン氏の講演から学ぶ点は多いように思う。博物館

関係者のみならず文化・教育分野の関係者と共に考

えたいテーマであるため訳した次第である。講演の

テーマは次の 6 部から構成されている。

1. はじめに

2. 文化遺産とアイデンティティの問題

3. 情報システムとドキュメンテーション

1. はじめに

この基調講演を依頼された時、私は直観的にノー

と言うほかありませんでした。ドキュメンテーショ

ンのスペシャリストや専門家を前にして、私は情報

科学の専門でもありませんから無理だと思ったわけ

です。しかも、現在、何が、進行しているのか正確

に把握していないのが本当のところです。とは言え、

よく考えて見ると、博物館分野における私の経験は

数年間に及びますし、しかも文化情報システムに関

して熱狂的なくらいに仕事をしてきたので、少しく

らいなら話題提供してもいいだろうと気持ちが変わ

り、講演を引き受けようとの結論に達しました。

一方、私は国際博物館会議(ICOM) の執行委員会

の一人として、地域と地域の聞に文化的な架け橋を

築くことに興味をもっています。ですから、この機

会を利用して、私が本当に期待していることを皆さ

んと一緒になってアイデアを交換しようと決めたの

です。もう一度繰り返しますが、この講演の中で技
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術的な情報が欠けているとご批判されるかも知れま

せんが、その点はご容赦いただきたいと思います。

私の基本的視点から、あるいはアウトサイダーとし

て言うのかも知れませんが、博物館や文化財さらに

は文化財情報を今回の話で取り上げる点では、おそ

らく皆様に興味ある内容だと思います。

さて話を始める前に、私は本大会を計画した関係

各位に対し、労いの言葉を述べたいと思います。地

球的な規模で考えている国際博物館会議ドキュメン

テーション委員会 (CIDOC) 、ゲッティー・アート・

ヒストリー・プログラム、そしてミュージアム・コ

ンピュータネットワークの努力は電子的なコミュニ

ケーションばかりでなく、文化的にも異国の人々と

コミュニケーションする機会を提供してくれる実現

可能なプロジェクトだと思います。ですから、さら 文化それ自体は、事物の総体として存在していま

なる発展を期待しております。 す。価値あるものとしてそれを選択し、地域社会の

では、本題に入りましょう。

「文化遺産とアイデンティティの問題」、これが第

一のテーマです。この問題は、その他の問題と関連

されるべき論点のひとつで、私が特に重要だと考え

ているものです。理論的に、哲学的に、しかも倫理

的に、考察しておかなければならないテーマである

と思います。今日のように、社会的な変革が急進的

に進行する中でおこる劇的な経済対決…・・・、その代

償として得られるものは一体何でしょうか。それは

文化的な破壊です。このような社会的な変化の中で

は、文化と文化遺産はより一層重要な役割を果たし

ます。

ベルリンの壁の崩壊、冷戦の終結、南アフリカで この最後の問題、ク令ローパル化と地域化の問題は

のアバルトへイトなど、私たちは劇的な出来事に直 議論の余地があるかもしれません。後ほど話題提供

面しています。これらは全体主義な思想から民主的 するように、一般的な文化情報と、特に博物館情報

なシステムへの変革と言うことができます。しかし の電子システムに関しては議論の的になるでしょ

ながら不幸なことに、現在でも多くの国の聞で、あ う。今世紀末のひとつの特徴として、コミュニケー

いかわらず戦争を繰り返し、諸宗派聞の闘争をして ション技術によって文化と文化の聞には強い相互闘

いることも事実です。パトリック・ボイランが言う 係があることは非常に明白です。今日では、真の普

ように、「国際的な紛争と民族間の内紛によって、民 遍的な文化を形成するべく、地球的規模で知識を拡

族的、地域的文化財を失う主たる原因が今だに存在 めていこうとする強い傾向があります。もしこの傾

している」のです1)。 向が続いていくとすると、どのようになるのでしょ

人類が発達してきたのは、もちろん経済成長が う。文化と文化が均質的になるのでしょうか、ある

2. 文化遺産とアイデンティティの問題

あったからですが、しかし同時に、この経済成長の

名のもとに、私たちは文化遺産を破壊してきました

し、この破壊活動を常に見続けてきています。それ

は、文化価値のより鋭い感性がそがれ、死者に対す

る悲しみの泣き声をあげているようでもあります。

文化と文化財は民族に欠くべかざる基本的なもの

で、アイデンティティを強めていく極めて重要なも

のです。われわれ人間にとっては、どのような民族

であれ、宗教であれ、全体として見れば重要です。

なぜなら、自分たちを他人と区別できるのは文化と

文化財だからです。マノレタ・アルジョナは「文化遺

産はコミュニティと密接に関連している」と述べて

います九

一部分として保持していこうと決断できる時 たと

え機能を果たさなくなっていたとしても一、文化に

対して本当に価値を与えることができるのはコミュ

ニティ次第であると言えます。文化的な遺産の役割

と意味は常に変化しています。社会の発展とその統

合化された行為は、現代の人類学と社会学的な研究

の下で再評価されているのです。

文化遺産を保護していくことは、今や、融和的な

連鎖現象として見られはじめているとも言えます。

つまり、コミュニティの記憶とその将来の聞に、人

間と自然現象の聞に、開発・成長と伝統の聞に、モ

ダニズムとアイデンティティの聞に、地域化とグ

ローノf リズムの間に関与しています。
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いは、ある文化を他の文化に押し付げる乙とになる

のでしょうか?そうではありません。反対に、文化

的な情報が真の意味で交流を持つことになるので

す。

私たちは誰でもが現代の技術的な進展を信じてい

ますし、それを必要と感じ、しかも発展することが

望ましいと考えています。この技術革新によって、

自分自身の文化的なアイデンティティが減少してい

くこととは考えていません。文化という事象は、ダ

イナミツクで、かつ永久に発展していくものである

と仮定するならば、私たち自身の文化は他の文化と

接触することによって危険にさらされるのではな

く、反対に、私たちの文化アイデンティティを強化

していくものだということがお分かるになると思い

ます。つまり、私たちが文化遺産を持つことによっ

て、アイデンティティと呼ばれる自分たちの必要基

準を理解することになるのです。

文化は何物にも置き換えることができませんし、

私たちの社会を形成する統合的要素ということがで

きます。ということは、公共施設、組織あるいは文

化機関だけが責任を持てばいいというわけではあり

ません。この責任性は文化財を所有する他のいかな

る公共施設によっても共有されるべきであり、しか

も同様にコミュニティによっても共有されるべきで

もあります。後に再び述べることになりますが、私

が最初にこの話を持ち出したのは理由があります。

文化遺産を新しく再活性化させることは、「博物館」

ひいてはドキュメンテーションと文化情報の分野に

おいて、現代的概念を再構築する基本方針となるか

らです。

一方、地域化という問題に相対立する「グローパ

ル化」という概念は今回の講演の主要テーマではあ

りませんが、やはり重要なテーマです。更にもうひ

とつの重要なテーマは「現在」のことよりも、近い

将来に重要なテーマとなります。それは、文化政策

の問題です。ドキュメンテーションと文化情報の発

展には政策が関与しなければならなくなるからで

す。近年、経済発展と産業成長との関係において、

文化の果たす役割が指摘されていますが、数年後に

その成長がスローダウンした時、文化は真の意味で

重要性を獲得するようになるでしょう九 1972年に、

ユネスコが主催した文化政策に関する国際会議はメ

キシコで聞かれましたが、私が今述べたように、今

日の経済状況の中では、先進国だけでなく発展途上

国にとっても文化政策と文化遺産の重要性がますま

す高まっていくと、その国際会議の中でも指摘され

ていました。経済的な観点からみても、文化と文化

財は様々な「ビジネス」を創出し、あるいは少なく

とも何らかの利益を生みだします。

これに対して、自国のアイデンティティを、ある

いは地域のアイデンティティを明らかにしてきた効

果的な方法は、政府に文化政策と文化遺産に対して

鮮明な関心事項として認識させました。もちろん、

これには博物館とコレクションが含まれています。

第三世界の国々は、時に経済的あるいは政治的な状

況に批判的であるにもかかわらず、これらの関心事

項をさらに検討し、適切な法的規制を確立し始めま

した。アフリカ、アジア、アラブの国々の文化的な

プロモーターや興行主は積極的です。たとえば、ラ

テンアメリカでは1993年、各国の政府はそれぞれの

国の文化的なネットワークを開発・促進するべく強

固にしました。なぜならば、国と固との文化的関係

を強めることによって、北米の文化的な浸透を伴う

経済的影響を受ける前に、地域圏の文化をひとつの

能率的資源にしようと試みたからです。メキシコ政

府はラテンアメリカ諸国の文化大臣を招き、共同事

業を通して共通の目標を確立し解決策を見い出すよ

う話しあいました。このイニシアティプによって、

幾つかの重要な計画が立ち上がりましたし、これに

は文化的な情報に関しでも含まれていました。

3. 情報システムとドキュメンテーション

さて、第二のテーマにうつりましょう。国際的に

も非常に重要な文化政策は、各国政府の開発担当部

局によって実行されるプロジェクトによるところが

大きいと言えます。たとえば、スウェーデン国際開

発局、ノルウェー開発公社、カナダ国際援助局や文

化技術協力などはユネスコ、国際開発計画や非政府

組織と同様、非常に重要で規模の大きい国際プロ
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ジェクトを独立的に実行しています。最終的には、 ホットなテーマとなったと言えます。もちろん、こ

公共施設としての博物館は文化政策の重要な部分に れは情報産業の発展に由来しています。

なっています。ですから、より華やかな演劇やオぺ

ラ、ダンス、大成功した展覧会などにくらべて、博 国際博物館会議のドキュメンテーション委員会の

物館が後手後手にまわっていたとしても、現在では 会長アンドリュー・ロパーツは1990年に次のように

ますます博物館が注目されているわけです。博物館 述べています。「効果的なドキュメンテーションシス

や美術館は文化的に魅力あるものとして考えられ、 テムと情報関連産業のおかげによって、博物館は今

国内および国際的な事業に含められているのです。 日の情報依存型社会において重要な役割を演ずるこ

ヨーロッパの大規模博物館だけではなく、世界中

のほとんどの博物館にあるコレクションは、真の意

味で文化遺産として考えられています。妙に聞こえ

るかもしれませんが、可動性の文化財は、博物館コ

レクションも含め、現在でも多くの国々では返却要

求に関して係争中であります。批難する人々も多く

いますが、一般的にいうと、博物館は今を盛りとし

て繁栄しているので「開花状態」にあると言えます

し、その数も増加傾向にあります。社会的な進化や

経済的な景気にうまく適応するべく、博物館は伝統

的な機能の枠組みの中で新しい潜在能力を出現して

いるといえるでしょう。よい例が博物館コレクショ

ンと博物館ドキュメンテーションの場合です。

「博物館に関する定義にはほとんど次のような用

語を含んでいる。すなわち、研究、解説、保存、展

示、調査、コミュニケーション、教育、見識、伝達、

理解、指導…ーなど。それらのすべては、データの

収集、情報の交換と知識の創造活動を含むものであ

る。」叫と言われています。つまり、博物館は常に知

識の宝庫であり、情報源でもありました。しかし今

日では、電子技術の驚異的な発展のおかげによって、

しかも社会全体が新しい情報を要求するようになっ

た結果、過去数年の聞には考えられなかった役割と

可能性が現実に起こってきたのです。もはや夢では

ありません。

とができるようになったJ 6) と。

ですから今日では、文化的な情報ハイウェイと地

域の文化情報システムが存在していますから、数年

後には、博物館はそれ相応に事業を展開していくこ

とになるでしょう。

今日のドキュメンテーションは非常に複雑なプロ

セスになりつつあります。一方では、博物館の「目

録」や内部用のコレクションデータベースの組織化

のように、基本的な問題を内包していますし、その

一方で、情報ハイウェイやテレビの方向性を決定す

る博物館の新しい役割の問題も含んでいます。この

非常に広い課題領域は私たち博物館人にとって、難

しい使命になるかも知れません。しかしピーター・

ホミュロスは次のように言うのです7)。「博物館は個

人的になった。が、これは私たちの共通した問題で

あって、個人個人が真剣に考慮し、共通の解決策を

見付け出す必要があるのだ」と。

ところで、個人的な見解ですが、第三世界にある

博物館の内部用の「目録」は開発させなければなり

ません。システムの標準化とネットワークを組織化

することと同じぐらい重要なように思います。しか

も、情報ハイウェイを通して博物館情報の利用に関

しての国際的な規約が提案されなければなりませ

ん。これは当然やってしかるべきことです。なぜこ

んなことを私が言うのかといいますと、博物館ド

たとえドキュメンテーションが常に博物館の主要 キュメンテーションは世界各国のレベルと状況はパ

機能と優先順位の高いものであったとしても、ド ラパラだからです。ここで少し、世界の様子を概観

キュメンテーションは依然として学者、研究員、科 してみましょう。

学者たちにとって「自分の城」叫の中にいる状況にあ

ります。でも今では、情報は博物館の内部・外部を

問わず「強力な資源」になりましたし、世界的にも
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3. 1.アフリカの状況 しています。

わずか数年前に開催されたベニン、ガーナ、トー 3.2 ラテンアメリカの状況

ゴでの会議では、およそ120人の博物館の専門家が一

同に会し、次のように結論づけています。「ベニンで

開催された 3 日間の会議の後、関係者はアフリカの

博物館が直面している現状の重要性を強調した。つ

まり、アフリカの博物館は概して博物館目録が無く、

特別展覧会の開催、研究活動や収集作業も見受けら

れない。しかも、ドキュメンテーションが欠如し、

あるいは整備されていない状況はアフリカの博物館

の発展を妨げている」と……。この現状を改善する

ために、引き続いてワークショップが開催され、次

のような勧告と計画案が提案されました。すなわち、

「われわれの文化遺産の悪化と消失には多くの理由

がある。考古学遺跡での略奪行為、文化財の密売、

極端な気候的環境、専門家の欠知などである。上記

の点を考えれば、それぞれの博物館はコレクション

の体系的な目録作成に着手すべきである。この目録

はアフリカ大陸すべての博物館によって利用される

よう標準的形式によって記述されなければならな

い。技術的な援助と調整および実施状況を監視する

ためには、 ICOM や ICCROM などの国際機関が関

与することが望ましい。 J 8) 

ではラテンアメリカの場合はどうでしょう。

ラテンアメリカ地域では不法密売からの保護に関

して焦点が当てられ、 1977年にチリのサンディアゴ

でユネスコ一国連開発計画 (UNDP) の主催する「ド

キュメンテーション・目録に関する地域圏セミナー」

が聞かれています。それ以来、何回か会議が開催さ

れています。ざっと振り返ってみましょう。

1979年、メキシコのアトリユエンツィアでは「文

化財保護計画」のもとに文化財目録ハンドブックが

準備されています。

1989年には、コスタリカで「目録に関するワーク

ショップ」が開催されています。

1991年と 1993年には、「ラテンアメリカとカリブ海

の文化的遺産・自然遺産目録」に関するセミナーが

2 回ほど開催されました。

1991年のキューパ会議で採択された勧告は非常に

重要なものでした。なぜなら、この勧告が提出され

た同じ年に第 4 回目の「ラテンアメリカ・カリプ海

文化大臣会議」が開催されたからです。この会議の

結果、国際博物館会議キューパ国内委員会から提案

された考え方が次のように修正採択さたれのです。

幸運なことに、アフリカでは共同事業として推進 「ラテンアメリカの国々は文化遺産の保護のため

していることはひとつの解決策であると思います。 に目録を協力して確立すべきであり、この地域の文

問題の種類も違えば解決の道も違います。それにも、 化的価値を高め、かつ情報提供が可能となるデータ

かかわらず、共通の答えを導き出そうとする努力に ベースの構築も共同研究していかなければならな

よって過去数年の問成功しています。このように、 いJ 10)。

いくつかの重要なプロジェクトが実行されています

が、そのうちのあるものは参加者の情熱によるもの アフリカの会議と同様、ラテンアメリカで開催さ

ですし、またあるプロジェクトには ICOM やユネス れたすべての会議ではこの地域圏の繁栄と文化遺産

コ、あるいはカナダ文化財情報ネットワークなどの の保護に関して表明されています。しかし、地域圏

ような国際機関の助言や協賛者もいます9)。これら の共通目録システムの必要性が勧告されていました

のプロジェクトはゼロから出発したというができま が、実際はメキシコ政府の文化情報システムの参加

す。アフリカの場合、コレクション目録は ICOM の とユネスコの援助が1992年に始動するまでは具体的

AFRICOM 計画の一部と位置付けられていますが、 な動きはありませんでした。

全アフリカ大陸の博物館を対象にして、向こう数年

の標準化ノ、ンドブックを創る計画からはじめていま 3.3. ヨーロッパの状況

す。このユニークなプロジェクトは国際博物館会議

のドキュメンテーション委員会が重要な役割を果た 以上述べてきたように、ここ数年来、先進国では
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博物館ドキュメンテーションの分野が発展してきま

した。特に、データベース、ネットワークが開発さ

れてきましたが、今日ではインターネットの活躍は

目覚しいものがあります。ところで、周知のように、

ヨーロッパでは多くの団体によって開発されていま

すが、情報産業の今日の状況は、全欧州のうちオン

ラインによる収入はイギリスが52% と飛びぬけてお

り、情報分野では事実上トップに立っています。マー

ケットリーダといってもいいでしょう 100

ヨーロッパでは、全体として、国レベル、地方レ

ベルで博物館コレクションの自動化を図っていま

す。データベース、博物館情報ネットワークは文化

遺産の保護のために利用されています。しかも、こ

れらの道具は地域の博物館情報ネットワークを創造

するためにも利用されています。例をあげてみま

しょう。欧州博物館ネットワーク機構 (NEMO

Network of European Museum Organizations) 

は、現在、ヨーロッパ内で展覧会の開催や文化遺産

を輸出入する際の法的整備を検討しています。これ

は東ヨーロッパとも連絡を取り合って進めていま

す。ヨーロツパ視覚芸術センター (EVAC Eur. 

opean Visual Arts Center) は対話型マルチメディ

アの開発を共同しておこなっており、ビジュアル

アートやデザイン分野で共通の目標を推進させるた

めにヨーロッパ視覚芸術情報ネットワーク

(EVAIN) というコンソーシアムをつくっていま

す。

3.4. 北米の状況

シップ・プログラム、地域間ネットワークなどです。

もう 1 つのリーダーであるアメリカはどうでしょ

う。ミュージアム・コンピュータネットワーク

(MCN)がおよそ20年以上前から、博物館情報の自

動化とネットワーク化を始めています川。数年以上

にわたって、公益団体として活動しており、その規

模も国際的なもので、400名以上の会員を有していま

す。すでに昔のことになりますが、メキシコで開催

された初めて MCN 大会のことをいまでも私は覚

えています。それはネットワーク化に熱狂的な

ジェーム・リトパック・キング博士 (Dr.Jaime

Litvak King) によって専門家に紹介されたもので

した。現在のところ、ゲッティー・アート・ヒスト

リー・インフォメーション・プログラムも同様な活

動を推進しています。アメリカだげではなくラテン

アメリカにとっても重要な機関です。

さて、アジア太平洋地域に目を移してみましょう。

1991年にはカナダで博物館ドキュメンテーション研

修講座が開催されています。これはカナ夕、国際開発

局の東南アジア諸国連合 (ASEAN : Association of 

Southeast Asian N ations) に対する援助によるもの

です。しかし、残念ですがこれ以上詳細に述べるこ

とはできません。

4. 国際機関:ユネスコと ICOM の役割

最初にお話しいたしましたように、今日の博物館

は今世紀末にはさらに大きな可能性を持つようにな

りますし、同様に非常に大きな責任を負うことにも

なります。これは世界的規模で進むと予想されます

世界の中で、博物館情報やドキュメンテーション し、最近の文化情報の分野では特にそうなっていま

の分野でのリーダーはカナダです。カナダの固定プ す。博物館の専門機関同様、 CIDOC と国際博物館会

ログラム (National Program for Canada) はカナ 議は、先端技術や電子情報システムの世界に入ろう

ダだけではなくアメリカをはじめ世界各国に影響を としている現在、特に重要な役割を担っています。

与えています。つまり、博物館情報の共同使用を実 しかし、この拡大しつつある技術的世界の中に飛び

際に行なっているのです。 1972年からすでにカナ夕、 込む前に、私たちにとって解決しておかなければな

では博物館コレクションの固定目録を自動化してい らない問題があります。それは、現在の状況「アン

ます。目下、カナダ文化財情報情報ネットワーク バランス」と「不協和音」です。

(CHIN) は主として次のような業務を受け持って

います。ナショナルデータベース、文献データベー 博物館ドキュメンテーションは周知のように、も

ス、テクノロジー・アセスメントセンタ一、フエロー のすごい勢いで技術的に開発されています。しかし、
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それぞれのプロジェクトはほとんど関係がなく、独 のように述べています。 r1970年代における情報産業

立的です。組織的なコーディネーションの方針が欠 の経済的傾向は次のような結果であった。つまり、

如している点は、今日のドキュメンテーションのお 先進国はヨーロッパ諸国、北アメリカ、そしてアジ

かれている状況といっても言いでしょう。国際博物 アの順であり、これらの国々の国内総生産も 14.2%

館会議の政策や文化的な政府機関の政策はラテンア から25.8%の間で推移していた。博物館情報は重要

メリカにとって役立つものでしょうか?あるいは、 な情報源であるにもかかわらず、情報産業は経済的

他国の政策あるいは地域の文化政策を包含している にそれほど重要な役割を演じていなかったのであ

ものでしょうか?この点については私は答えること る。」これが20年前の状況だったのです。

ができません。しかし、国際博物館会議や CIDOC ド

キュメンテーション委員会はこの問題について深く 現在、アメリカはラテンアメリカに映画、テレビ

考察していただきたいと思いますし、同じ様なゴ一 番組、ビデオなど電子情報を販売しています。たと

ノレを目指す博物館、園、地域固などすべてにとって えば、メキシコは1990年には輸入者として16位でし

利益が生じるよう努力していくべきだと思います。 たが、 1993年には10位にまで上がっています。これ

5. インターネットと文化政策

ところで、博物館は情報源として当然のことのよう

に考えられています。しかし、つい最近までは、情

報産業の分野では、博物館はそれほど重要なもので

あるとは考えられてきませんでした。今まさに、電

子的にも、文化的な情報がスーパーハイウェイに

のって世界をかけめぐる時代になりました。この技

術のおかげによって、博物館は「ホットな資源」に

なったのです。

L.E.シャーウッド (LynElliot Sherwood) はこの

状況を次のように正確に指摘しています。「博物館は

理論的(仮想的)だけでなく、具体的(現実的)に

も、情報資源が豊かである。博物館資料に隠された

根底にある情報、そして博物館に備わっているド

キュメンテーションの観点に立てば、博物館は常に

情報の宝庫であり続けてきたし、今後もその地位を

守ることであろう。博物館は新しい情報伝達の方法

を利用しながら、情報のプロパイダーとして活動し

ていくのである。」

シャーウッドは何人かのドキュメンタリストと協

力しながら、博物館が今日壁にぶ、ちあたっている現

在の状況と一連の新しい「状態」について深く考察

しています。 M. ブラッドリー (Merridy Bradley) 

は「現地点から我々はどこへ行くのか」と題する論

文の中で情報産業に関して驚異的な数字を示し、次
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は3 ， 690万ドルに相当する投資額です。

さて、世界で最も大きいコンビュータネットワー

ク、インターネットは情報スーパーハイウェイのプ

ロトタイプですが、どのような種類の情報でも机の

上に置いてある小さなコンビュータから世界の人々

と情報をやり取りすることができます。無数のコン

ビュータと結ばれ、大学系、政府系あるいは他のネッ

トワークもインターネットに結ぼれています。「タイ

ム」誌によれば、 2 ， 500万人のコンピュータ・ユーザー

が接続されていると言います。インターネットは、

コマーシャル的利用のほかに、文化的、教育的な用

途にも利用できる可能性があります。つまり、この

ことは、伝統的な博物館の使命が問い直され、非常

に複雑な倫理上の問題を起生させているとも言える

のです。私はこの問題に対処できる方法はたったひ

とつしかないと考えています。それは「意思決定の

重要性」です。電子的情報の実現に関して体系的に

研究する必要があるわけですが、近い将来、これら

の情報が博物館とどのように結び付くのか、あるい

は教育の核心部分とどのような関係を持つのか、が

研究されなければなりません。これに基づいて、そ

れぞれの政府機関や研究組織から提案されている勧

告や提案などをスタートさせるべきだと思います。

このようなことを制定することは非常に難しいこと

だと思います。しかし、共同作業を通して、あるい

は、意思決定者が行動する前に協力しながら様々な

段階で努力してみることが大切なのではないかと思

うわけです。



ラング氏が言うように、国際的な事業として実行 リーニによれば、ヨーロッパもラテンアメリカと同

していかない限り、博物館が情報・教育・コミュニ じように、文化のマスメディア的再編成という問題

ケーション機関の状態を維持する乙とは不可能で に直面しているのです。

す。特に今日のような巨大企業と博物館が争うとい

うのは不可能なことです。この意味で、国際博物館 もうひとつの問題は、今述べた問題に伴って生じ

会議、ユネスコ、 ASEAN のような文化的な機関が てくるわけですが、博物館情報の自動化という問題

果たす役割はきわめて重要になってくるでしょう。 が起こってきます。つまり、このオートメーション

化は国ごと、博物館ごとに不均衡の状態にあります。

一方、文化的な目的のため、特に博物館のため、 私が今話をしているこの新しいテクノロジーによっ

情報技術によって自動化できる可能性はきわめて高 て、多くの博物館は最先端技術から放置されていく

いといえるでしょう。ゲッティー・アート・ヒスト ことになります。

リー・インフォメーション・プログラムがアメリカ

の国内経済委員会に提出した論文によれば「ヨー 少数の国が情報化を集中的に進めると、貿易的に

ロッパは経済開発のためにその文化的情報を使用す 不均衡になる可能性がでてきます。同様に、情報依

ることを学びつつある。欧州連合の文化情報データ 存型の国家になると、その主権についてさえも懸念

ベースの開発プロジェクトはテレコミュニケーショ されるようになってきます。ラテンアメリカではこ

ン開発が目的である。これは学習を基礎として文化 の問題に関して既に議論されています。「地域化」対

情報の複雑性を発展させていくものである。たとえ 「グローノりレ化」は密接な関係があり、しかも文化

ば、多くの国が協調しながら進めているデータベー 的なアイデンティティの一部となっている文化遺産

スがそれである。しかも、教育と観光の両面におい は情報ネットワークと深い関係があること、それ故

ても技術移転を検討している」のです。これに関連 に、非常に重要であることと考えられています。ラ

して、人類学者であり、情報工学者であるネストー テンアメリカ圏の多くの固にとって、文化は特に社

ル・ガルシア・カンクリーニ (Nestor Garcia Can- 会的思考性の強いものであり、文化的な国家として

clini)は最近の記事で次のように発表しています。 向上していくために政府の取り組むべき重要課題の

少し引用してみましょう。 ひとつとなっています。

「ヨーロツパの新自由経済改革は、テレビ、ラジオ、 メキシコではこのことを証明するかのように、具

など情報系の公営企業を民営化させた。ある国では、 体的な事実として、教育と文化は国の事業として一

公権力を縮小せざるを得ない場合も生じている。た 番優先順位の高いものになっています。具体的に言

とえば、文化遺産(博物館、考古学遺跡等)の保護、 いますと、メキシコの博物館の90%は固有となって

伝統芸術(視覚芸術、音楽、劇場、文学)の促進な います。しかも、考古学博物館と歴史遺産、遺構は

どの分野がそれで、ある。様々な文化事業が観客を失 すべて国立人類学研究所 (National Institute of 

い、政府が政策的に文化領域に息吹をそそがなげれ Anthropology) によって管理されています。

ば、生き残りは非常に難しくなる。一方、新技術と

結び付いているコミュニケーションメディアや情報 6 _ 結語:文化政策とネットワーク化に向けて

系メディアは莫大な投資が必要になるが、さらに多

くの観客を得ょうとすると外国企業に振り向かざる 先端的な技術が与えるインパクトについてメキシ

を得ない。多くの場合、それはアメリカと日本はそ コの人類学者は既に分析しています。メキシコ人に

のようにしている。」 とって、情報システムやマスコミュニケーションが

どのように作用するかを調査した上で、次のように

では、ヨーロッパのように先進国ではない場合は、 人類学者は結論づけています。つまり、地域圏の公

どのようになるのでしょうか?ガルシア・カンク 益と商業活動とどのように結び付けるか重要で、こ
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れこそメキシコの必要としている文化的ニーズであ 6 ) Roberts, Andr巴w Chairman's Report, 

る、と。この目的のために、私的な関心事項やビジ Newsletter. CIDOC Vol.1. No. 2., 1990 
ネスと国の所有する文化的情報とを関連づけるかが 7 ) Homulus, Peter Collective approach vs 

問わなければなりません。この問題は当然、国家の individuality of museums, Newsletter 

文化政策の中で検討されるべきでしょうし、調整さ CIDOC. Vol. 1 No. 2. 1991 

れるべき課題でもあります。自由貿易協定と地域圏 8 ) Handbook of Standards. AFRICOM Pro-

統合化協定が真の意味で文化産業に貢献できるよう gramme. ICOM. UNESCO 1994 

になるには、まずはじめに文化振興政策が確立され

なければなりません。繰り返しますが、国際的な機

関 ICOM や主唱者としての CIDOM の役割、そして

地域圏における文化事業推進機関の果たす役割は非

常に重大です。セミナーやワークショップを通して、

9) Canadian Heritage Information Network に

ついては、次の論文を参照のこと。

水嶋英治「北米における保存情報ネットワー

ク J r情報の科学と技術~ 1992. Vol. 42., N o. 

7., p635-641, (社)情報科学技術協会

ドキュメンテーション分野、情報科学分野における 10) Crespo Toral, Hernan. La Documentation y 

博物館スタップの研修を推進していくことも今後は Registo des Patrimonio Cultural America 

重要になってくるでしょう。

どのようなネットワークでもそうですが、特に博

物館のような文化情報を扱うネットワークは世界の

どこからでも情報を受けとる権利を保障すべきです

し、逆に多様化された地域独自の伝統文化が存在す

ることを認識した上で、ラテンアメリカからも世界

へ情報発信できるように準備しておかなければなり

Latina y el Caribe. Memorias des Primer 

Coloquio sober Documentation de Obra en 

America Latina y el Caribe. Coordiadora ; 

Yani Herreman. SNIC/CNCA. sin pubｭ

licar. 1992 

11) Lang Rottenberg, Barbara. Proposals to 

encourage the transfer of museum data 

between countries. Newsletter CIDOC 

ません。インターネットはこの情報発信と受信を可 12) ミュージアム・コンビュータネットワークは

能なさしめる強力な武器となって、その威力をます 1972年から活動を開始している。

ます発揮することでしょう。

(以上)
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